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自然災害

毎年、どこかで自然災害が発生するようになりまし
た。特に、九州では大雨による甚大な被害を受けてい
ます。２０１７年の朝倉を中心とした九州豪雨、八女が被害を受けた２０１２年の
九州北部豪雨が思い出されます。そして、７月４日、熊本県南部を中心に猛烈な雨
に襲われ、球磨川が広い範囲で氾濫しました。土砂崩れや浸水被害が相次いで発生
し、多くの方々がお亡くなりになるとともに、今なお行方不明の方がおられます。
６日からは、福岡、佐賀、長崎に「線状降水帯」が発生し、八女でも大雨特別警
報が出されるなどしました。あまりにも猛烈な雨であったため、教員生活初めての
緊急メールで「保護者引き取り」をお願いしました。急な連絡で、多くの保護者の
皆様にはお世話をおかけしたことと思います。ご協力ありがとうございました。
７日は、河川の増水や警報がでていたこともあり臨時休校となりました。皆さん
へメールでお知らせしようとしたところ、停電等のため八女市のサーバーがダウン
していました。職員のスマホから発信しようとしたところ、アクセスが集中して発
信するのに約１時間ほどかかってしまい、連絡が遅くなりました。ご心配をおかけ
し、申し訳ありませんでした。
これからも、大雨、地震等による自然災害が度々発生すると思います。今回のよ
うに連絡が取れないこともあるかもしれません。いろんな場合を想定し、子どもの
命を守ることを最優先とした対策を考えていく所存です。改めて、
保護者や地域の皆様には、ご協力、ご支援をお願いいたします。

地域学校協働活動本部の第１回会議を行いました
地域学校協働活動とは、地域住民、学生、保護者、諸団体等の

幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学び 【茶道クラブの先生です】

や成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域
が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。諸冨本部長、國武
推進員、桝永評議員を中心に、今後どのような活動を行っていくのかを話し合って
いただきます。まずは、２年生の校外学習に対して、４名の皆さんに学習の補助と
して参加いただく予定です。地域の皆さん、ありがとうございます。

学校公開週間へのご協力、ありがとうございました
６月２２日から２６日までの学校公開週間へのご参加、あり

がとうございました。５日間で、のべ２８０名ほどの保護者や
ご家族の皆さんにお出でいただきました。
子どもたちの学習の様子を見ていただき、ご家庭で話題にしていただいたでしょ

うか。また、たくさんの感想やご意見もいただきました。学級全体・お子様の様子
や教師の指導の在り方等について、良かった点や改善を要する点等を書いていただ
きました。教頭が一覧にまとめ、全職員で回覧し確認させていただきました。今後
の指導に役立てたいと考えています。
次回は、別にご案内した文書にもあるように、７月２０日（月）から２２日（水）

までの３日間となっています。ぜひ、お子様を参観いただき、お声かけくださいま
すようお願いします。

いじめ問題への対応について
５月２１日からの段階的な学校再開後、約一月半が過ぎました。子

どもたちの人間関係にも変化が起きていると思われ、「いじめ」など
何かと問題が起きやすくなると考えています。
いじめは、子どもの心身の健全な発達に重大な影響を及ぼす等、深刻な問題だと

考えます。しかし、最近のいじめはスマホやパソコンの介在により一層見えにくく
なっていると思います。また、いじめられている子どもは思春期に入ると、気持ち
を親や教師に言葉で伝えることをしないこともあります。それゆえ、周りの大人た
ちが（親や教師）子どもたちが出すサインに敏感であることが大事だと思います。
学校では、毎月アンケート調査を行ったり、年４回の教育相談期間を設けるなど

していますが、ご家庭で何か気づかれましたら、できるだけ早く学校へ連絡・相談
をしていただきますようお願いします。「いじめは、どの学校でも、どの子どもに
も起こり得る」という危機意識と「いじめは、人間として絶対に許されない」とい
う強い認識、「いじめられている子どもを最後まで守り抜く」という強い信念をも
ち、本校では対応していきたいと考えています。

学校だより第１号でお知らせしていましたが、本年度福島小学校では、
『つながり合うことができる子ども』を目指しています。

先日、校長室を一人で掃除していると、ろう下をしている
６年生数名が、「校長先生、ろう下の掃除が終わったので、校
長室を手伝いましょうか？」と話しかけ、数名で校長室をきれいに掃除して
くれました。生活の場面で、相手を思いやって、つながり合うことができた
６年生、素晴らしい！ 学習や生活の場面で、つながり合うことができる、
このような子どもたちを育てたいと考えています。


